
援
、
外
国
人
お
よ
び
障
が
い
者
等
の
活
躍

支
援
な
ど
、
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
（
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
）
に
か
か
る
諸
施
策
を
総
合
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。
今
年
７
月
１
日
、
東
京
科

学
大
学
、
東
京
外
国
語
大
学
、
一
橋
大
学

に
よ
る
三
大
学
連
合
に
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
が
加
わ
り
、
四
大
学
未
来
共
創
連

合
  （4）

（Future Leading Innovation 
Partnership

（
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
））
と
し
て
新

憲
章
を
締
結
し
ま
し
た
。
お
茶
の
水
女
子

大
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
参
画

に
よ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
改
善

の
み
な
ら
ず
、
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
の
推
進
を
加
速

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
々
を
幸
せ
に
す
る
科
学
を

一
緒
に
実
現
し
て
い
こ
う

　

入
試
に
つ
い
て
は
、
旧
東
京
医
科
歯
科

大
学
お
よ
び
旧
東
京
工
業
大
学
と
同
じ
入

学
者
選
抜
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

２
０
２
８
年
度
学
士
課
程
一
般
選
抜
（
前

期
日
程
）
で
、
一
部
に
試
験
科
目
や
試
験

事
時
間
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
理
工
学
系
の
生
命
理
工

学
院
の
志
願
者
は
、
理
科
の
受
験
科
目
と

し
て
「
化
学
、
生
物
」
の
２
科
目
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
変
更
。
化
学
（
必
須
）
と

物
理
、
あ
る
い
は
化
学
（
必
須
）
と
生
物

で
受
験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

理
学
院
、
工
学
院
、
物
質
理
工
学
院
、
情

報
理
工
学
院
、
生
命
理
工
学
院
、
環
境
・

社
会
理
工
学
院
で
は
数
学
の
試
験
時
間
を

従
来
の
１
８
０
分
か
ら
１
５
０
分
に
、
理

科
の
試
験
時
間
を
各
科
目
１
２
０
分
か
ら

　東京科学大学（Science Tokyo）は、東京工
業大学と東京医科歯科大学が統合して2024年10
月に誕生した国立大学です。「『科学の進歩』と

『人々の幸せ』とを探求し、社会とともに新たな価
値を創造する」ことをミッションに掲げています。
世界に開かれたScience Tokyoとしてグローバ
ルな課題に取り組み、母体となった二つの大学の伝
統と先進性を活かしながら、どの大学もなしえな
かった「新しい大学のあり方」を創出します。
　Science Tokyoの特長である専門教育はもと
より、文理融合・領域横断型の教育プログラムを提
供し、未来につなぐ教育を実践しています。こうし
て、人文科学、社会科学の視点も含めた「科学」の
発展を担い、社会とともに活力ある未来を創る人材
を育成し、社会から頼られるパートナーとなること
を目指しています。

「
科
学
の
進
歩
と
人
々
の
幸
せ
と
」
を
探
求

世
界
のS

cience T
okyo

と
し
て

社
会
と
と
も
に
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

東京科学大学
〒152-8550　東京都目黒区大岡山２-12-１　総務企画部広報課　TEL 03-5734-2975　https://www.isct.ac.jp/ja

領
域
横
断
型
教
育
で

高
度
な
専
門
的
人
材
を
育
成

　

東
京
科
学
大
学
は
、
母
体
と
な
っ
た
２

つ
の
大
学
で
培
っ
た
教
育
の
理
念
と
方
針

を
基
盤
と
し
て
、
自
ら
学
び
考
え
、
将
来
、

世
界
を
舞
台
と
し
て
活
躍
す
る
高
度
な
専

門
的
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

世
界
最
高
水
準
の
研
究
の
中
に
学
生
を
招

き
入
れ
、
自
ら
学
び
考
え
る
教
育
を
推
進

す
る
こ
と
が
特
長
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

理
工
学
系
、
医
歯
学
系
の
専
門
教
育
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
理
融
合
・
領
域
横
断

型
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
や
汎
用
的
な
ス
キ
ル
を
磨
く

こ
と
で
社
会
と
と
も
に
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
力
を
育
み
ま
す
。

　

そ
の
好
例
が
、
学
士
課
程
新
入
生
を
対

象
に
、
全
員
が
大
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集

い
、
学
ぶ
「
大
岡
山Day
  （1）

」
で
す
。
全

新
入
生
共
通
の
必
修
科
目
「
立
志
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
  （2）

」
な
ど
を
と
も
に
学
ぶ
こ
と

で
、
学
院
・
学
部
の
垣
根
を
超
え
た
相
互

交
流
を
図
り
ま
す
。

　

専
門
分
野
に
つ
い
て
も
、
自
身
の
専
門

分
野
と
は
異
な
る
理
工
学
系
分
野
ま
た
は

医
歯
学
系
分
野
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が

疾
患
研
究
が
コ
ラ
ボ
し
た
脳
内
で
持
続
的

な
タ
ン
パ
ク
質
発
現
を
実
現
す
る
ナ
ノ
マ

シ
ン
の
開
発
が
あ
り
ま
す
。
脳
は
薬
が
届

き
に
く
く
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
は

治
療
が
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
多
く
の
薬

を
脳
に
運
ぶ
材
料
を
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
り
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
工
学
と
精
神
行
動
医
科
学
に
よ
る

う
つ
病
の
再
発
を
予
防
す
る
研
究
で
は
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
と
連
携
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
表
情
や
音
声
、
会
話
内
容
な

ど
多
角
的
な
情
報
を
統
合
的
に
解
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、
症
状
評
価
の
客
観
性
を
高

め
て
、
再
発
の
リ
ス
ク
を
早
期
に
検
出
で

き
る
新
た
な
診
断
支
援
技
術
の
確
立
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
情
報
工
学

と
軟
骨
再
生
学
を
組
み
合
わ
せ
て
、
人
工

膝
関
節
置
換
術
患
者
の
歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
た
り
、
人
間
工
学
と
整
形
外
科

の
共
同
研
究
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
医
工
連
携

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
４
つ
の
新
た
な

組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
医
歯
理
工
学

を
含
め
た
異
分
野
の
叡
智
を
総
合
し
、
新

た
な
研
究
領
域
を
創
成
す
る
「
総
合
研
究

院
」、
理
学
・
工
学
・
医
学
・
歯
学
・
人

文
社
会
科
学
の
研
究
者
が
共
創
す
る
科
学

的
集
合
知
（
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
・
サ
イ

で
き
る
「
医
歯
理
工
融
合
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
  （3）

」
と
「
大
学
院
特
別
専
門
学
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

理
工
学
系
に
入
学
し
た
学
生
は
、
学
部

と
大
学
院
を
統
一
し
た
組
織
で
あ
る
「
学

院
」
に
所
属
し
ま
す
。
学
院
で
は
、
学
士

課
程
と
修
士
課
程
と
博
士
後
期
課
程
の
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
継
ぎ
目
な
く
学
修
し

や
す
く
設
計
さ
れ
た
教
育
体
系
を
提
供
し

て
お
り
、
学
士
課
程
２
年
目
か
ら
系
に
所

属
し
、
大
学
院
進
学
後
は
系
か
ら
コ
ー
ス

へ
と
豊
富
な
選
択
肢
か
ら
よ
り
広
く
深
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
医
歯
学
系
に
入
学
し
た
学
生
は
、

学
部
・
研
究
科
で
学
び
ま
す
。
１
年
次
は
、

緑
豊
か
な
千
葉
県
市
川
市
の
国
府
台
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
医
療
人
と
し
て
の
教
養
、
人
間

と
し
て
の
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
養
教

育
を
受
け
ま
す
。
湯
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
専

門
課
程
で
は
、
多
職
種
連
携
教
育
も
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

専
門
職
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
多
職
種
連
携

の
重
要
性
を
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
像

を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

革
新
的
な
異
文
化
融
合
で

世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
推
進

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
も
東
京
工
業
大
学

も
リ
サ
ー
チ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
数

多
く
の
世
界
最
先
端
の
研
究
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、
東
京
科
学
大
学
で
は
、
医

歯
学
と
理
工
学
の
融
合
に
よ
り
社
会
へ
の

さ
ら
な
る
貢
献
を
目
指
す
と
い
う
思
い
の

も
と
、
革
新
的
な
異
分
野
融
合
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
材
料
工
学
と
難
治

（1） 大岡山Day
　専門分野や将来の進路を異にする東京科学大
学のすべての新入生が、４月と５月の毎週月曜
に大岡山キャンパスで共修することにより、さ
まざまなテーマについて異なる立場や視点から
対話を重ね、新たな気づきや刺激を得ること、
大学・人間社会が持つ多様性への認識を深める
ことを目的としている。医歯学系の学生と理工
学系の学生が同じ教室のなかで共に学び考えな
がら相互の関係を構築していくことで、課外活
動も含めた交流を促進し、教育におけるシナ
ジー効果を創出することもねらいの一つ。

（2） 立志プロジェクト
　医歯学系と理工学系学生の共修授業である

「立志プロジェクト」は、東京科学大学のすべ
ての新入生の必修科目であり、クラス内での少
人数ディスカッションと、オンデマンド講義か
ら構成される。

（3） 医歯理工融合プログラム
　理工学系所属学生が医歯学系の基礎知識や研
究スキルを、医歯学系所属学生が理工学系の基
礎知識や研究スキルを学修することにより、高
度な研究開発を実施できる課題探求型の研究
者・技術者・医療者を育成することを目的とした、
学士課程学生向けの特別専門学修プログラム。

（4） 四大学未来共創連合
　お茶の水女子大学は、74年ぶりの新学部「共
創工学部」を2024年度に発足させるなど、工
学系女性リーダーの育成に取り組んでいる。お
茶の水女子大学の参加に伴い、各大学の強みを
活かした新たな「社会課題解決型共同教育プロ
グラム」の構築を目指す。これまでの学士課程
レベルでの教育連携に加え、大学院レベルの展
開を進める。

エ
ン
ス
）
に
よ
り
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト

を
生
み
出
す
研
究
を
展
開
す
る
「
未
来
社

会
創
成
研
究
院
」、
企
業
と
の
組
織
的
な

連
携
に
よ
る
共
同
研
究
を
実
施
し
、
新
産

業
創
出
に
つ
な
げ
る
「
新
産
業
創
成
研
究

院
」、
病
院
を
舞
台
に
医
工
連
携
を
進
め

る
「
国
際
医
工
共
創
研
究
院
」
で
す
。

女
性
の
活
躍
支
援
を
は
じ
め

Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
の
活
動
を
活
発
化

　

学
生
生
活
で
の
交
流
も
進
ん
で
い
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
昨
年
度
か

ら
学
生
同
士
の
相
談
活
動
（
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
活
動
）
な
ど
、
教
育
的
な
課
外
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
の
共
同
実
施
を
始
め
ま
し
た
。

田
中
学
長
は
、「
東
京
医
科
歯
科
大
学
は

看
護
学
科
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
女
性
の
比

率
が
多
く
、
東
京
工
業
大
学
は
男
性
の
比

率
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
二
つ
の
大
学
が

合
体
す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス

が
よ
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
生
の
ク

ラ
ブ
活
動
か
ら
最
先
端
の
研
究
ま
で
、
よ

い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
科
学
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
推
進
宣
言
を
公
表
し
、
女
性
の
活
躍
支

湯島キャンパス

国府台キャンパス

大岡山キャンパス

立志プロジェクト

田
た

中
なか

雄
ゆう

二
じ

郎
ろう

学長
1980年、東京医科歯科大学医学部医
学科卒業。1985年、同大学大学院医
学研究科博士課程修了。同大学医歯
学融合教育支援センター長、医学部
附 属 病 院 長、 理 事・ 副 学 長を経て
2020年、同大学長。2024年10月、東
京科学大学の発足に伴い現職。

90
分
に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
第
一
歩

と
し
て
、
理
工
学
系
で
は
昨
年
４
月
の
入

試
か
ら
、
総
合
選
抜
お
よ
び
学
校
推
薦
型

選
抜
に
お
い
て
、
女
性
の
み
が
出
願
可
能

な
女
子
枠
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
首
都
圏
出
身
の
入
学
者
が
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
か
ら
、
医
学
部
医
学
科
で

「
地
域
特
別
枠
推
薦
選
抜
（
茨
城
県
・
長

野
県
・
埼
玉
県
）」
を
実
施
す
る
の
を
は

じ
め
、
地
方
出
身
者
へ
の
奨
学
金
や
資
金

貸
与
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

田
中
学
長
は
「
世
界
に
開
か
れ
た
大
学

に
す
る
た
め
に
秋
入
学
を
増
や
す
こ
と
を

構
想
し
て
い
ま
す
。
英
語
だ
け
で
卒
業
で

き
る
コ
ー
ス
も
視
野
に
入
れ
、
留
学
生
が

日
本
人
の
学
生
と
交
流
す
る
機
会
を
増
や

せ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
た
い
。
将
来
的

に
は
、
理
工
学
系
か
ら
の
医
歯
学
系
へ
の

編
入
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医

工
連
携
を
一
人
の
人
間
の
中
で
実
現
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
東
京
科
学
大
学
の
欧
文
名

はInstitute of Science Tokyo

で
あ
り
、

略
称
はScience Tokyo

で
す
。
私
た
ち

の
世
代
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
は
世
の
中
を
明

る
く
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
今
は
環
境
問
題
な
ど
科
学
技
術
に
負

の
側
面
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
科
学
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
う
一
度
よ
い

も
の
に
戻
し
た
い
。
そ
の
た
め
にScience 

Tokyo

に
入
っ
て
く
だ
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